
別紙１

計算書類に対する注記(法人全体用)

（法人全体用）

１．重要な会計方針                                                                                  

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

・保有している有価証券は中央労働金庫の出資金であり、市場価格のない株式等であるため移動平均法による

　原価法を採用している。

(2) 固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産：定額法によっている。

②無形固定資産：定額法によっている。

③差入保証金

　賃貸借契約で契約期間満了後に物件を明け渡す場合に敷金の一定割合を償却すると定められている場合

　定額法により一定割合を償却している。

(3) 引当金の計上基準

・退職給付引当金…職員の退職給付に備えるため、社会福祉法人横浜市社会福祉協議会民間社会福祉事業従事者

　　　　　　　　　年金共済事業の通知に基づき、施設・団体負担掛金の積立累計額を計上している。

・賞与引当金　　…職員に支給する賞与の支払いに備えるため、賞与の支給見込額のうち、当期において負担

　　　　　　　　　すべき金額を計上している。

・徴収不能引当金…債権の貸倒損失に備えるため、貸倒懸念債権等特定債権については個別に回収可能性を判断

　　　　　　　　　し、回収不能見込額を計上している。

　　　　　　　　　なお、発生から1年超経過した会計年度末に回収されていない債権については、原則と

　　　　　　　　　して徴収不能引当金に計上する。

　　　　　　　　　上記の債権以外の債権（一般債権）については、過去の一定期間の貸倒実績から算出した

　　　　　　　　　貸倒実績率により、回収不能見込額を計上している。

２．法人で採用する退職給付制度                                                                      

・独立行政法人福祉医療機構による退職共済制度

・社会福祉法人横浜市社会福祉協議会による民間社会福祉事業従事者年金共済事業（任意加入）

３．法人が作成する計算書類等と拠点区分、サービス区分                                                

当法人の作成する計算書類は以下のとおりになっている。

(1) 法人全体の計算書類(会計基準省令第一号第一様式、第二号第一様式、第三号第一様式)

(2) 事業区分別内訳表(会計基準省令第一号第二様式、第二号第二様式、第三号第二様式)

(3) 社会福祉事業における拠点区分別内訳表(会計基準省令第一号第三様式、第二号第三様式、第三号第三様式)

(4) 公益事業における拠点区分別内訳表(会計基準省令第一号第三様式、第二号第三様式、第三号第三様式)

(5) 収益事業における拠点区分別内訳表(会計基準省令第一号第三様式、第二号第三様式、第三号第三様式)

　当法人では、収益事業を実施していないため作成していない。

(6) 各拠点区分におけるサービス区分の内容

　ア　法人本部拠点（社会福祉事業）

　イ　横浜市新杉田地域ケアプラザ拠点（社会福祉事業）



　　「地域包括支援センター」

　　「地域活動・交流事業」

　　「通所介護事業」（予防含む）

　　「居宅介護支援事業」（予防含む）

　　「介護予防支援」　

　　「生活支援体制整備事業」

　ウ　ぽこ・あ・ぽこ拠点（社会福祉事業）

　　「就労移行支援事業」

　　「就労継続支援事業B型」

　　「就労定着支援事業」

　エ　わーくす大師拠点区分（社会福祉事業）

　　「就労移行支援事業」

　　「就労継続支援事業B型」

　　「就労定着支援事業」

　オ　ウィング・ビート拠点区分（社会福祉事業）

　　「就労移行支援事業」

　　「就労定着支援事業」

　カ　ミラークよこすか拠点区分（社会福祉事業）

　　「就労移行支援事業」

　　「就労定着支援事業」

　キ　港北はぴねす工房拠点区分（社会福祉事業）

　ク　戸塚はなえみ工房拠点区分（社会福祉事業）

　ケ　横浜南部就労支援センター拠点区分（公益事業）

　コ　中部就労援助センター拠点区分（公益事業）

　　「雇用安定等事業」

　　「生活支援等事業」

　　「就労援助センター事業」

　サ　湘南地域就労援助センター拠点区分（公益事業）

　　「雇用安定等事業」

　　「生活支援等事業」

　　「市町村就労相談員配置事業」

　　「障害者生活支援事業」

４．基本財産の増減の内容及び金額                                                                    

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。                                                  

（単位：円）

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

建物   193,202,126            0    8,971,566  184,230,560

合            計   193,202,126            0    8,971,566  184,230,560

５．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し                        

    該当なし



６．担保に供している資産                                                                            

    該当なし

７．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高                                            

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。                            

（単位：円）

取得価額 減価償却 当期末残高

累計額

建物(基本財産)   684,862,221  500,631,661  184,230,560

建物(その他の固定資産)    25,248,293   16,076,036    9,172,257

構築物       574,333      215,387      358,946

車両運搬具    18,761,037   17,176,774    1,584,263

器具及び備品    38,148,434   31,023,363    7,125,071

機械及び装置     1,471,269    1,471,264            5

合            計   769,065,587  566,594,485  202,471,102

８．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高                                            

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。                          

（単位：円）

債権額 徴収不能引当金 債権の

の当期末残高 当期末残高

事業未収金    96,175,035             0    96,175,035

未収金    15,014,816             0    15,014,816

未収補助金    77,908,127             0    77,908,127

立替金     4,039,923             0     4,039,923

合            計   193,137,901             0   193,137,901

９．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益                                        

    該当なし

１０．関連当事者との取引の内容                                                                      

    該当なし

１１．重要な偶発債務                                                                                

    該当なし

１２．重要な後発事象                                                                                

    該当なし



１３．合併及び事業の譲渡若しくは事業の譲受け                                                        

    該当なし

１４．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び                          

純資産の状態を明らかにするために必要な事項                                                          

    該当なし



別紙２

計算書類に対する注記(法人本部拠点用)

１．重要な会計方針                                                                                  

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

・保有している有価証券は中央労働金庫の出資金であり、市場価格のない株式等であるため移動平均法による

　原価法を採用している。

(2) 固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産：定額法によっている。

②無形固定資産：定額法によっている。

(3) 引当金の計上基準

・退職給与引当金…職員の退職給付に備えるため、社会福祉法人横浜市社会福祉協議会民間社会福祉事業従事者

　　　　　　　　　年金共済事業の通知に基づき、施設・団体負担掛金の積立累計額を計上している。

・賞与引当金　　…職員に支給する賞与の支払いに備えるため、賞与の支給見込額のうち、当期において負担

　　　　　　　　　すべき金額を計上している。

・徴収不能引当金…債権の貸倒損失に備えるため、貸倒懸念債権等特定債権については個別に回収可能性を判断

　　　　　　　　　し、回収不能見込額を計上している。

　　　　　　　　　なお、発生から1年超経過した会計年度末に回収されていない債権については、原則と

　　　　　　　　　して徴収不能引当金に計上する。

　　　　　　　　　上記の債権以外の債権（一般債権）については、過去の一定期間の貸倒実績から算出した

　　　　　　　　　貸倒実績率により、回収不能見込額を計上している。

２．重要な会計方針の変更                                                                            

    該当なし

３．採用する退職給付制度                                                                            

・独立行政法人福祉医療機構による退職共済制度

・社会福祉法人横浜市社会福祉協議会による民間社会福祉事業従事者年金共済事業（任意加入）

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分                                                            

当拠点区分において作成する計算書類等は以下の通りになっている。

（1）法人本部拠点計算書類（会計基準省令第一号第四様式、第二号第四様式、第三号第四様式）

（2）拠点区分事業活動明細書（会計基準別紙３(⑪)）

　当拠点区分ではサービス区分が存在していないため作成していない。

（3）拠点区分資金収支明細書（会計基準別紙３(⑩)）

　当拠点区分ではサービス区分が存在していないため作成していない。



５．基本財産の増減の内容及び金額                                                                    

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。                                                  

    該当なし

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し                        

    該当なし

７．担保に供している資産                                                                            

    該当なし

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高                                            

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。                            

（単位：円）

取得価額 減価償却 当期末残高

累計額

建物       73,554      27,919      45,635

器具及び備品    1,394,801   1,265,308     129,493

合            計    1,468,355   1,293,227     175,128

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高                                            

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。                          

（単位：円）

債権額 徴収不能引当金 債権の

の当期末残高 当期末残高

未収金   14,852,985            0   14,852,985

立替金    4,039,923            0    4,039,923

合            計   18,892,908            0   18,892,908

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益                                      

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、以下のとおりである。                    

    該当なし

１１．重要な後発事象                                                                                

    該当なし



１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び                          

純資産の状態を明らかにするために必要な事項                                                          

    該当なし



別紙２

計算書類に対する注記(横浜市新杉田地域ケアプラザ拠点用)

１．重要な会計方針                                                                                  

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

　該当なし

(2) 固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産(リース資産を除く)：定額法によっている。

②無形固定資産(リース資産を除く)：定額法によっている。

③リース資産

　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。

(3) 引当金の計上基準

・退職給与引当金…本部会計に移管し計上している

・賞与引当金　　…職員に支給する賞与の支払いに備えるため、賞与の支給見込額のうち、当期において負担

　　　　　　　　　すべき金額を計上している。

・徴収不能引当金…債権の貸倒損失に備えるため、貸倒懸念債権等特定債権については個別に回収可能性を判断

　　　　　　　　　し、回収不能見込額を計上している。

　　　　　　　　　なお、発生から1年超経過した会計年度末に回収されていない債権については、原則と

　　　　　　　　　して徴収不能引当金に計上する。

　　　　　　　　　上記の債権以外の債権（一般債権）については、過去の一定期間の貸倒実績から算出した

　　　　　　　　　貸倒実績率により、回収不能見込額を計上している。

２．重要な会計方針の変更                                                                            

    該当なし

３．採用する退職給付制度                                                                            

・独立行政法人福祉医療機構による退職共済制度

・社会福祉法人横浜市社会福祉協議会による民間社会福祉事業従事者年金共済事業（任意加入）

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分                                                            

当拠点区分において作成する計算書類は以下のとおりになっている。

(1) 横浜市新杉田地域ケアプラザ拠点計算書類(会計基準省令第一号第四様式､第二号第四様式､第三号第四様式)

(2) 拠点区分事業活動明細書（会計基準別紙３(⑪)）

　　ア　地域包括支援センター

　　イ　地域活動・交流事業

　　ウ　通所介護事業(予防含む)

　　エ　居宅介護支援事業(予防含む)

　　オ　介護予防支援

　　カ　生活支援体制整備事業

(3) 拠点区分資金収支明細書（会計基準別紙３(⑩)）は省略している。



５．基本財産の増減の内容及び金額                                                                    

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。                                                  

    該当なし

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し                        

    該当なし

７．担保に供している資産                                                                            

    該当なし

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高                                            

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。                            

（単位：円）

取得価額 減価償却 当期末残高

累計額

建物（その他の固定資産）    2,637,772   1,200,061   1,437,711

車両運搬具    8,933,960   8,933,956           4

器具・備品    8,910,711   6,881,536   2,029,175

合            計   20,482,443  17,015,553   3,466,890

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高                                            

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。                          

（単位：円）

債権額 徴収不能引当金 債権の

の当期末残高 当期末残高

事業未収金   18,450,715            0   18,450,715

未収金       53,200            0       53,200

未収補助金      568,872            0      568,872

合            計   19,072,787            0   19,072,787

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益                                      

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、以下のとおりである。                    

    該当なし

１１．重要な後発事象                                                                                

    該当なし



１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び                          

純資産の状態を明らかにするために必要な事項                                                          

    該当なし



別紙２

計算書類に対する注記(ぽこ・あ・ぽこ拠点用)

１．重要な会計方針                                                                                  

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

　該当なし

(2) 固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産：定額法によっている。

②無形固定資産：定額法によっている。

(3) 引当金の計上基準

・退職給与引当金…本部会計に移管し計上している。

・賞与引当金　　…職員に支給する賞与の支払いに備えるため、賞与の支給見込額のうち、当期において負担

　　　　　　　　　すべき金額を計上している。

・徴収不能引当金…債権の貸倒損失に備えるため、貸倒懸念債権等特定債権については個別に回収可能性を判断

　　　　　　　　　し、回収不能見込額を計上している。

　　　　　　　　　なお、発生から1年超経過した会計年度末に回収されていない債権については、原則と

　　　　　　　　　して徴収不能引当金に計上する。

　　　　　　　　　上記の債権以外の債権（一般債権）については、過去の一定期間の貸倒実績から算出した

　　　　　　　　　貸倒実績率により、回収不能見込額を計上している。

２．重要な会計方針の変更                                                                            

    該当なし

３．採用する退職給付制度                                                                            

・独立行政法人福祉医療機構による退職共済制度

・社会福祉法人横浜市社会福祉協議会による民間社会福祉事業従事者年金共済事業（任意加入）

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分                                                            

当拠点区分において作成する計算書類は以下のとおりになっている。

(1) ぽこ･あ･ぽこ拠点計算書類(会計基準省令第一号第四様式､第二号第四様式､第三号第四様式)

(2) 拠点区分事業活動明細書（別紙３(⑪)）

　　ア　就労移行支援事業

　　イ　就労継続支援事業B型

　　ウ　就労定着支援事業　

(3) 拠点区分資金収支明細書（別紙３(⑩)）は省略している。



５．基本財産の増減の内容及び金額                                                                    

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。                                                  

（単位：円）

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

建物   181,566,926            0    8,280,366  173,286,560

合            計   181,566,926            0    8,280,366  173,286,560

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し                        

機械装置(電動紙揃え機)の廃棄に伴い、国庫補助金等特別積立金を1円取り崩した。

７．担保に供している資産                                                                            

    該当なし

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高                                            

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。                            

（単位：円）

取得価額 減価償却 当期末残高

累計額

建物（基本財産）   670,462,221  497,175,661  173,286,560

建物（その他の固定資産）    16,031,645   11,279,967    4,751,678

車両運搬具     9,827,077    8,242,818    1,584,259

器具及び備品     7,681,205    6,285,041    1,396,164

機械・装置     1,471,269    1,471,264            5

合            計   705,473,417  524,454,751  181,018,666

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高                                            

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。                          

（単位：円）

債権額 徴収不能引当金 債権の

の当期末残高 当期末残高

事業未収金    22,953,906             0    22,953,906

未収金       104,000             0       104,000

合            計    23,057,906             0    23,057,906

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益                                      

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、以下のとおりである。                    

    該当なし

１１．重要な後発事象                                                                                

該当なし



１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び                          

純資産の状態を明らかにするために必要な事項                                                          

    該当なし



別紙２

計算書類に対する注記(わーくす大師拠点用)

１．重要な会計方針                                                                                  

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

　該当なし

(2) 固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産：定額法によっている。

②無形固定資産：定額法によっている。

(3) 引当金の計上基準

・退職給与引当金…本部会計に移管し計上している

・賞与引当金　　…職員に支給する賞与の支払いに備えるため、賞与の支給見込額のうち、当期において負担

　　　　　　　　　すべき金額を計上している。

・徴収不能引当金…債権の貸倒損失に備えるため、貸倒懸念債権等特定債権については個別に回収可能性を判断

　　　　　　　　　し、回収不能見込額を計上している。

　　　　　　　　　なお、発生から1年超経過した会計年度末に回収されていない債権については、原則と

　　　　　　　　　して徴収不能引当金に計上する。

　　　　　　　　　上記の債権以外の債権（一般債権）については、過去の一定期間の貸倒実績から算出した

　　　　　　　　　貸倒実績率により、回収不能見込額を計上している。

２．重要な会計方針の変更                                                                            

    該当なし

３．採用する退職給付制度                                                                            

・独立行政法人福祉医療機構による退職共済制度

・社会福祉法人横浜市社会福祉協議会による民間社会福祉事業従事者年金共済事業（任意加入）

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分                                                            

当拠点区分において作成する計算書類は以下のとおりになっている。

(1) わーくす大師拠点計算書類(会計基準省令第一号第四様式､第二号第四様式､第三号第四様式)

(2) 拠点区分事業活動明細書（別紙３(⑪)）

　　ア　就労移行支援事業

　　イ　就労継続支援事業B型

　　ウ　就労定着支援事業

(3) 拠点区分資金収支明細書（別紙３(⑩)）は省略している



５．基本財産の増減の内容及び金額                                                                    

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。                                                  

（単位：円）

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

建物   11,635,200           0     691,200  10,944,000

合            計   11,635,200           0     691,200  10,944,000

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し                        

該当なし

７．担保に供している資産                                                                            

    該当なし

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高                                            

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。                            

（単位：円）

取得価額 減価償却 当期末残高

累計額

建物（基本財産）   14,400,000   3,456,000  10,944,000

建物（その他の固定資産）    1,254,000     581,251     672,749

構築物      380,000     177,333     202,667

器具及び備品    4,461,286   3,896,833     564,453

合            計   20,495,286   8,111,417  12,383,869

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高                                            

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。                          

（単位：円）

債権額 徴収不能引当金 債権の

の当期末残高 当期末残高

事業未収金   14,326,559            0   14,326,559

未収補助金       90,000            0       90,000

合            計   14,416,559            0   14,416,559

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益                                      

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、以下のとおりである。                    

    該当なし

１１．重要な後発事象                                                                                

    該当なし



１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び                          

純資産の状態を明らかにするために必要な事項                                                          

    該当なし



別紙２

計算書類に対する注記(ウィング・ビート拠点用)

１．重要な会計方針                                                                                  

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

　該当なし

(2) 固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産：定額法によっている。

②無形固定資産：定額法によっている。

(3) 引当金の計上基準

・退職給与引当金…本部会計に移管し計上している

・賞与引当金　　…職員に支給する賞与の支払いに備えるため、賞与の支給見込額のうち、当期において負担

　　　　　　　　　すべき金額を計上している。

・徴収不能引当金…債権の貸倒損失に備えるため、貸倒懸念債権等特定債権については個別に回収可能性を判断

　　　　　　　　　し、回収不能見込額を計上している。

　　　　　　　　　なお、発生から1年超経過した会計年度末に回収されていない債権については、原則と

　　　　　　　　　して徴収不能引当金に計上する。

　　　　　　　　　上記の債権以外の債権（一般債権）については、過去の一定期間の貸倒実績から算出した

　　　　　　　　　貸倒実績率により、回収不能見込額を計上している。

２．重要な会計方針の変更                                                                            

    該当なし

３．採用する退職給付制度                                                                            

・独立行政法人福祉医療機構による退職共済制度

・社会福祉法人横浜市社会福祉協議会による民間社会福祉事業従事者年金共済事業（任意加入）

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分                                                            

当拠点区分において作成する計算書類は以下のとおりになっている。

(1) ウィング･ビート拠点計算書類(会計基準省令第一号第四様式､第二号第四様式､第三号第四様式)

(2) 拠点区分事業活動明細書（会計基準別紙３(⑪)）

　　ア　就労移行支援事業

　　イ　就労定着支援事業

(3) 拠点区分資金収支明細書（会計基準別紙３(⑩)）は省略している

５．基本財産の増減の内容及び金額                                                                    

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。                                                  

    該当なし



６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し                        

    該当なし

７．担保に供している資産                                                                            

    該当なし

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高                                            

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。                            

（単位：円）

取得価額 減価償却 当期末残高

累計額

建物（その他の固定資産）    4,298,400   2,495,930   1,802,470

器具及び備品      703,350     559,065     144,285

合            計    5,001,750   3,054,995   1,946,755

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高                                            

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。                          

（単位：円）

債権額 徴収不能引当金 債権の

の当期末残高 当期末残高

事業未収金    6,979,085            0    6,979,085

合            計    6,979,085            0    6,979,085

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益                                      

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、以下のとおりである。                    

    該当なし

１１．重要な後発事象                                                                                

    該当なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び                          

純資産の状態を明らかにするために必要な事項                                                          

    該当なし



別紙２

計算書類に対する注記(ミラークよこすか拠点用)

１．重要な会計方針                                                                                  

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

　該当なし

(2) 固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産：定額法によっている。

②無形固定資産：定額法によっている。

(3) 引当金の計上基準

・退職給与引当金…本部会計に移管し計上している。

・賞与引当金　　…職員に支給する賞与の支払いに備えるため、賞与の支給見込額のうち、当期において負担

　　　　　　　　　すべき金額を計上している。

・徴収不能引当金…債権の貸倒損失に備えるため、貸倒懸念債権等特定債権については個別に回収可能性を判断

　　　　　　　　　し、回収不能見込額を計上している。

　　　　　　　　　なお、発生から1年超経過した会計年度末に回収されていない債権については、原則と

　　　　　　　　　して徴収不能引当金に計上する。

　　　　　　　　　上記の債権以外の債権（一般債権）については、過去の一定期間の貸倒実績から算出した

　　　　　　　　　貸倒実績率により、回収不能見込額を計上している。

２．重要な会計方針の変更                                                                            

    該当なし

３．採用する退職給付制度                                                                            

・独立行政法人福祉医療機構による退職共済制度

・社会福祉法人横浜市社会福祉協議会による民間社会福祉従事者年金共済事業（任意加入）

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分                                                            

当拠点区分において作成する計算書類は以下のとおりになっている。

(1) ミラークよこすか拠点計算書類(会計基準省令第一号第四様式､第二号第四様式､第三号第四様式)

(2) 拠点区分事業活動明細書（会計基準別紙３(⑪))

　　ア　就労移行支援事業

　　イ　就労定着支援事業

(3) 拠点区分資金収支明細書（会計基準別紙３(⑩))は省略している。

５．基本財産の増減の内容及び金額                                                                    

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。                                                  

    該当なし



６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し                        

    該当なし

７．担保に供している資産                                                                            

    該当なし

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高                                            

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。                            

（単位：円）

取得価額 減価償却 当期末残高

累計額

建物      700,634     238,621     462,013

器具及び備品    2,325,718   1,680,313     645,405

合            計    3,026,352   1,918,934   1,107,418

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高                                            

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。                          

（単位：円）

債権額 徴収不能引当金 債権の

の当期末残高 当期末残高

事業未収金    5,308,389            0    5,308,389

合            計    5,308,389            0    5,308,389

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益                                      

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、以下のとおりである。                    

    該当なし

１１．重要な後発事象                                                                                

    該当なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び                          

純資産の状態を明らかにするために必要な事項                                                          

    該当なし



別紙２

計算書類に対する注記(港北はぴねす工房拠点用)

１．重要な会計方針                                                                                  

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

　該当なし

(2) 固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産：定額法によっている。

②無形固定資産：定額法によっている。

(3) 引当金の計上基準

・退職給与引当金…本部会計に移管し計上している

・賞与引当金　　…職員に支給する賞与の支払いに備えるため、賞与の支給見込額のうち、当期において負担

　　　　　　　　　すべき金額を計上している。

・徴収不能引当金…債権の貸倒損失に備えるため、貸倒懸念債権等特定債権については個別に回収可能性を判断

　　　　　　　　　し、回収不能見込額を計上している。

　　　　　　　　　なお、発生から1年超経過した会計年度末に回収されていない債権については、原則と

　　　　　　　　　して徴収不能引当金に計上する。

　　　　　　　　　上記の債権以外の債権（一般債権）については、過去の一定期間の貸倒実績から算出した

　　　　　　　　　貸倒実績率により、回収不能見込額を計上している。

２．重要な会計方針の変更                                                                            

    該当なし

３．採用する退職給付制度                                                                            

・独立行政法人福祉医療機構による退職共済制度

・社会福祉法人横浜市社会福祉協議会による民間社会福祉事業従事者年金共済事業（任意加入）

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分                                                            

当拠点区分において作成する計算書類は以下のとおりになっている。

(1) 港北はぴねす工房拠点計算書類(会計基準省令第一号第四様式､第二号第四様式､第三号第四様式)

(2) 拠点区分事業活動明細書（別紙３(⑪)）

　当拠点区分ではサービス区分が存在していないため作成していない。

(3) 拠点区分資金収支明細書（別紙３(⑩)）

　当拠点区分ではサービス区分が存在していないため作成していない。

５．基本財産の増減の内容及び金額                                                                    

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。                                                  

    該当なし



６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し                        

    該当なし

７．担保に供している資産                                                                            

    該当なし

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高                                            

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。                            

（単位：円）

取得価額 減価償却 当期末残高

累計額

器具及び備品    2,013,790   1,247,911     765,879

合            計    2,013,790   1,247,911     765,879

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高                                            

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。                          

（単位：円）

債権額 徴収不能引当金 債権の

の当期末残高 当期末残高

事業未収金   17,847,590            0   17,847,590

合            計   17,847,590            0   17,847,590

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益                                      

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、以下のとおりである。                    

    該当なし

１１．重要な後発事象                                                                                

    該当なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び                          

純資産の状態を明らかにするために必要な事項                                                          

    該当なし



別紙２

計算書類に対する注記(戸塚はなえみ工房拠点用)

１．重要な会計方針                                                                                  

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

　該当なし

(2) 固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産：定額法によっている。

②無形固定資産：定額法によっている。

(3) 引当金の計上基準

・退職給与引当金…本部会計に移管し計上している

・賞与引当金　　…職員に支給する賞与の支払いに備えるため、賞与の支給見込額のうち、当期において負担

　　　　　　　　　すべき金額を計上している。

・徴収不能引当金…債権の貸倒損失に備えるため、貸倒懸念債権等特定債権については個別に回収可能性を判断

　　　　　　　　　し、回収不能見込額を計上している。

　　　　　　　　　なお、発生から1年超経過した会計年度末に回収されていない債権については、原則と

　　　　　　　　　して徴収不能引当金に計上する。

　　　　　　　　　上記の債権以外の債権（一般債権）については、過去の一定期間の貸倒実績から算出した

　　　　　　　　　貸倒実績率により、回収不能見込額を計上している。

２．重要な会計方針の変更                                                                            

    該当なし

３．採用する退職給付制度                                                                            

・独立行政法人福祉医療機構による退職共済制度

・社会福祉法人横浜市社会福祉協議会による民間社会福祉事業従事者年金共済事業（任意加入）

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分                                                            

当拠点区分において作成する計算書類は以下のとおりになっている。

(1) 戸塚はなえみ工房拠点計算書類(会計基準省令第一号第四様式､第二号第四様式､第三号第四様式)

(2) 拠点区分事業活動明細書（別紙３(⑪)）

　当拠点区分ではサービス区分が存在していないため作成していない。

(3) 拠点区分資金収支明細書（別紙３(⑩)）

　当拠点区分ではサービス区分が存在していないため作成していない。

５．基本財産の増減の内容及び金額                                                                    

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。                                                  

    該当なし



６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し                        

    該当なし

７．担保に供している資産                                                                            

    該当なし

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高                                            

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。                            

（単位：円）

取得価額 減価償却 当期末残高

累計額

構築物      194,333      38,054     156,279

器具及び備品      392,560     212,963     179,597

合            計      586,893     251,017     335,876

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高                                            

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。                          

（単位：円）

債権額 徴収不能引当金 債権の

の当期末残高 当期末残高

事業未収金   10,308,791            0   10,308,791

未収金        4,631            0        4,631

合            計   10,313,422            0   10,313,422

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益                                      

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、以下のとおりである。                    

    該当なし

１１．重要な後発事象                                                                                

    該当なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び                          

純資産の状態を明らかにするために必要な事項                                                          

    該当なし



別紙２

計算書類に対する注記(横浜南部就労支援センター拠点用)

１．重要な会計方針                                                                                  

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

　該当なし

(2) 固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産：定額法によっている。

②無形固定資産：定額法によっている。

(3) 引当金の計上基準

・退職給与引当金…本部会計に移管し計上している。

・賞与引当金　　…職員に支給する賞与の支払いに備えるため、賞与の支給見込額のうち、当期において負担

　　　　　　　　　すべき金額を計上している。

・徴収不能引当金…債権の貸倒損失に備えるため、貸倒懸念債権等特定債権については個別に回収可能性を判断

　　　　　　　　　し、回収不能見込額を計上している。

　　　　　　　　　なお、発生から1年超経過した会計年度末に回収されていない債権については、原則と

　　　　　　　　　して徴収不能引当金に計上する。

　　　　　　　　　上記の債権以外の債権（一般債権）については、過去の一定期間の貸倒実績から算出した

　　　　　　　　　貸倒実績率により、回収不能見込額を計上している。

２．重要な会計方針の変更                                                                            

    該当なし

３．採用する退職給付制度                                                                            

・独立行政法人福祉医療機構による退職共済制度

・社会福祉法人横浜市社会福祉協議会による民間社会福祉事業従事者年金共済事業（任意加入）

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分                                                            

当拠点区分において作成する計算書類は以下のとおりになっている。

(1) 横浜南部就労支援センター拠点計算書類(会計基準省令第一号第四様式、第二号第四様式、第三号第四様式)

(2) 拠点区分事業活動明細書（会計基準別紙３(⑪)）

　当拠点区分ではサービス区分が存在していないため作成していない。

(3) 拠点区分資金収支明細書（会計基準別紙３(⑩)）

　当拠点区分ではサービス区分が存在していないため作成していない。

５．基本財産の増減の内容及び金額                                                                    

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。                                                  

    該当なし



６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し                        

    該当なし

７．担保に供している資産                                                                            

    該当なし

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高                                            

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。                            

（単位：円）

取得価額 減価償却 当期末残高

累計額

器具及び備品    1,170,210     950,037     220,173

合            計    1,170,210     950,037     220,173

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高                                            

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。                          

    該当なし

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益                                      

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、以下のとおりである。                    

    該当なし

１１．重要な後発事象                                                                                

    該当なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び                          

純資産の状態を明らかにするために必要な事項                                                          

    該当なし



別紙２

計算書類に対する注記(湘南地域就労援助センター拠点用)

１．重要な会計方針                                                                                  

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

　該当なし

(2) 固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産：定額法によっている。

②無形固定資産：定額法によっている。

(3) 引当金の計上基準

・退職給与引当金…本部会計に移管し計上している

・賞与引当金　　…職員に支給する賞与の支払いに備えるため、賞与の支給見込額のうち、当期において負担

　　　　　　　　　すべき金額を計上している。

・徴収不能引当金…債権の貸倒損失に備えるため、貸倒懸念債権等特定債権については個別に回収可能性を判断

　　　　　　　　　し、回収不能見込額を計上している。

　　　　　　　　　なお、発生から1年超経過した会計年度末に回収されていない債権については、原則と

　　　　　　　　　して徴収不能引当金に計上する。

　　　　　　　　　上記の債権以外の債権（一般債権）については、過去の一定期間の貸倒実績から算出した

　　　　　　　　　貸倒実績率により、回収不能見込額を計上している。

２．重要な会計方針の変更                                                                            

    該当なし

３．採用する退職給付制度                                                                            

・独立行政法人福祉医療機構による退職共済制度

・社会福祉法人横浜市社会福祉協議会による民間社会福祉事業従事者年金共済事業（任意加入）

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分                                                            

当拠点区分において作成する計算書類は以下のとおりになっている。

(1) 湘南地域就労援助センター拠点計算書類(会計基準省令第一号第四様式、第二号第四様式、第三号第四様式)

(2) 拠点区分事業活動明細書（会計基準別紙３(⑪)）は省略している。

(3) 拠点区分資金収支明細書（会計基準別紙３(⑩)）

　　ア　雇用安定等事業

　　イ　生活支援等事業

　　ウ　市町村就労相談員配置事業

　　エ　障害者生活支援事業



５．基本財産の増減の内容及び金額                                                                    

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。                                                  

    該当なし

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し                        

    該当なし

７．担保に供している資産                                                                            

    該当なし

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高                                            

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。                            

（単位：円）

取得価額 減価償却 当期末残高

累計額

器具及び備品    6,521,221   6,123,748     397,473

合            計    6,521,221   6,123,748     397,473

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高                                            

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。                          

（単位：円）

債権額 徴収不能引当金 債権の

の当期末残高 当期末残高

未収補助金   32,347,227            0   32,347,227

合            計   32,347,227            0   32,347,227

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益                                      

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、以下のとおりである。                    

    該当なし

１１．重要な後発事象                                                                                

    該当なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び                          

純資産の状態を明らかにするために必要な事項                                                          

    該当なし



別紙２

計算書類に対する注記(中部就労援助センター拠点用)

１．重要な会計方針                                                                                  

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

　該当なし

(2) 固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産：定額法によっている。

②無形固定資産：定額法によっている。

(3) 引当金の計上基準

・退職給与引当金…本部会計に移管し計上している

・賞与引当金　　…職員に支給する賞与の支払いに備えるため、賞与の支給見込額のうち、当期において負担

　　　　　　　　　すべき金額を計上している。

・徴収不能引当金…債権の貸倒損失に備えるため、貸倒懸念債権等特定債権については個別に回収可能性を判断

　　　　　　　　　し、回収不能見込額を計上している。

　　　　　　　　　なお、発生から1年超経過した会計年度末に回収されていない債権については、原則と

　　　　　　　　　して徴収不能引当金に計上する。

　　　　　　　　　上記の債権以外の債権（一般債権）については、過去の一定期間の貸倒実績から算出した

　　　　　　　　　貸倒実績率により、回収不能見込額を計上している。

２．重要な会計方針の変更                                                                            

    該当なし

３．採用する退職給付制度                                                                            

・独立行政法人福祉医療機構による退職共済制度

・社会福祉法人横浜市社会福祉協議会による民間社会福祉事業従事者年金共済事業（任意加入）

４．拠点が作成する計算書類とサービス区分                                                            

当拠点区分において作成する計算書類は以下のとおりになっている。

(1) 中部就労援助センター拠点計算書類(会計基準省令第一号第四様式、第二号第四様式、第三号第四様式)

(2) 拠点区分事業活動明細書（会計基準別紙３(⑪)）は省略している。

(3) 拠点区分資金収支明細書（会計基準別紙３(⑩)）

　　ア　雇用安定等事業

　　イ　生活支援等事業

　　ウ　就労援助センター事業



５．基本財産の増減の内容及び金額                                                                    

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。                                                  

    該当なし

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し                        

    該当なし

７．担保に供している資産                                                                            

    該当なし

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高                                            

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。                            

（単位：円）

取得価額 減価償却 当期末残高

累計額

建物（その他固定資産）      252,288     252,287           1

器具及び備品    3,004,807   2,351,832     652,975

合            計    3,257,095   2,604,119     652,976

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高                                            

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。                          

（単位：円）

債権額 徴収不能引当金 債権の

の当期末残高 当期末残高

未収補助金   44,902,028            0   44,902,028

合            計   44,902,028            0   44,902,028

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益                                      

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、以下のとおりである。                    

    該当なし

１１．重要な後発事象                                                                                

    該当なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び                          

純資産の状態を明らかにするために必要な事項                                                          

    該当なし


